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Iく平成28年度総合防災訓練＞ 1 
1・ 泊村及び共和町の一部について、大津波警報の発表に伴う避難指示の発令により、対象区域内の住民は高台等の津波避難場所へ避難。 1 
I• 原子力発電所に関し、施設敷地緊急事態や全面緊急事態に至った場合であっても、原子力災害に係る避難等は津波に対する安全が確保さ I
れる場合にのみ実施することとした。具体的なケースは以下のとおり。 1 

I 
I 
1. 津波避難指示が解除され、原子力災害に係る避難等の実施が可能な場合

＇ 2. 津波避難指示が解除されていなくても、津波の影響を受けずに原子力災害に係る避難等の実施が可能（例えば、津波の影響を受けず
1 に避難できる道路が確保できている場合等）と自治体が判断した場合 ＇ L ------•—---------------------------------------1 
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共和即は浸水予測区域を含む
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（参考）泊地域における暴風雪時の PAZ内住民の対応（例） 

 

1 暴風雪峙（あける対応 I 

> 累鳳雪時C暴風言詈報または暴屈雪特別詈報の発表時）における避難行動では、車の立往生や交
通車故等の二次災害社回避する必要があるため、天候が回復するまで屋内退避を侵先し、天候回
復後の速やかな避難に備えた準備を実施。

＜全面緊急亭態で天候が回復した場合のPl>Z図内住民の防譲措置＞

三 〉施設款地緊急塞茫 〉2 全面緊急塞悲
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※町村の国旦は、天候の状況、方‘)卜状況等を路まえ臼応を実随
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（参考）玄海地域における対応例 

 
 

 

  

I upz内の細における一閲移転等の基む=
＞ 施設敷地緊急苺態となった場合は、屋内退避の準備を行うとともに、一時移転等に備えて集合場
所の開設準備を実施。
＞ 全面緊急亭態となった場合は、屋内退避を実施。その後、一時移転等の指示があった場合は、海
踪や陸蹄（架橘された離島や島内避難が可能な場合）によリ一時移転等を実施。
＞ 悪天候等により1l'cl110による避難が困難な場合や、無理に避難すると健顆リスクが高まる者は、近隣
0)放射線防譲対策施設を含む屋内退避施設に屋内退避を維続。
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I UPZ内の声における暉心情報佃言 I 
＞ 唐津市、松浦市、平戸市、壱岐市及び糸島市は、それぞれの市塚0J)各雛島に情報伝達が可能な防災
守政無線等のほか、白主防災i.11海逼絡網、消防団による広報巡回、＊ームペ ージ等を活用し情報を伝達v
＞ 甜島における自主防災組繊や消防団は、住民へ0)情報伝追や避難者の状況や避雑訣導体制等に関
する惰報共有怨テうため、各難島に配備している携帯端末、衛星竜話、各地区の防災行政無線屋タヽ
茄声子局に設置された双方向通信栂を活用。
＞ 謂島における医療栂閲、社会福祉施設、学校・保育所等への情報’云逢は、それぞれの間係県及び間
：系市が通携して冥施。

＞ 離島周辺の船船にはJ関係市における漁業無線等の業務用移動通信等を活用し情報を伝達。―---
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